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十
一
月
二
十
九
日
三
十
日
、
兵
庫
ブ
ロ
ッ
ク
枢
議
・
参
与
・

檀
信
徒
研
修
会
が
、
但
馬
支
所
担
当
城
崎
温
泉
の
城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
但
馬
・
播
磨
・
兵
庫
・
淡
路
よ

り
二
百
六
十
一
名
の
参
加
が
あ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

【
研
修
初
日
】

・
布
教
『
お
大
師
さ
ま
と
と
も
に
・
・
・
』

　
　
　
　
　

～
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～ 

高
野
山
真
言
宗
本
山
布
教
師　
家
田
荘
子
僧
正 

　
自
身
が
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
を
歩
き
遍
路
さ
れ
て
い

る
経
験
か
ら
の
お
話
で
し
た
。
毎
年
一
年
掛
け
て
満
願
さ

れ
て
い
て
、
今
年
で
十
六
年
目
だ
そ
う
で
す
。 

・
講
演
・
演
奏
『
慈
し
み
の
心　

世
界
へ
響
け
』

　
医
学
博
士
・
二
胡
奏
者　
姜 

暁
艶
（
ジ
ャ
ン　
シ
ョ
ウ

イ
ェ
ン
）
女
史
に
よ
る
、
素
敵
な
演
奏　
素
晴
ら
し
い
歌

声　
優
し
い
お
話
、
素
敵
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

【
研
修
二
日
目
】 

・
講
演
『
仏
像
の
楽
し
い
見
方
』 

　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
文
筆
家　
田
中
ひ
ろ
み
女
史
が

仏
像
の
成
り
立
ち
や
色
々
な
仏
像
の
特
徴
を
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

・
講
演
『
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
』 

　
高
野
山
真
言
宗
人
権
局
長　
藤
本
善
光
僧
正
が
ご
自
身

の
法
務
の
中
で
の
高
齢
者
と
の
出
来
事
な
ど
楽
し
く
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。 

　
令
和
六
年
度
は
、
兵
庫
宗
務
支
所
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

是
非
、
参
与
会
に
入
会
さ
れ
研
修
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

令
和
六
年
一
月
一
日
、

午
後
四
時
十
分
。
石
川
県

能
登
地
方
で
最
大
震
度
七

と
さ
れ
る
地
震
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
。
震
災
に
遭

わ
れ
た
方
、
ご
関
係
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
編
集
者
で
あ
る
私
も
含

め
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
の
多
く

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
方
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
当
時
、
私
の
祖

母
宅
も
全
壊
し
家
族
の
思

い
出
の
品
も
消
失
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
も
、
日
本

で
は
災
害
が
数
多
く
起
こ

り
、
私
自
身
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
気
づ

か
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ

り
も
孤
独
孤
立
が
辛
い
の

だ
と
い
う
こ
と
。

　
「
温
か
い
お
風
呂
や
足

湯
が
気
持
ち
い
い
」「
遠

く
ま
で
色
ん
な
人
が
来
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

近
寄
り
た
が
ら
な
い
人
が

多
い
の
で
は
と
、
寂
し
く

て
辛
か
っ
た
」
そ
ん
な
声

を
聞
き
、
物
と
心
と
両
方

の
寂
し
さ
を
ケ
ア
す
る
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
発
生
以
降
余
震
も
続
く

中
、
様
々
な
環
境
で
孤
独

孤
立
と
闘
う
方
々
は
数
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
一
人
一
人
が

出
来
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
の
心
が
動
く
ス

ピ
ー
ド
は
一
人
一
人
違
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
い
つ

も
、
い
つ
ま
で
も
「
寄
り

添
う
」
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
が
心
を
持
つ
者
と

し
て
の
役
割
だ
と
強
く
感

じ
ま
す
。�

合　
掌

　
洲
本
市
五
色
町
都
志
一
三
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
聞
寺
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
九
九（
三
三
）〇
七
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
九
九（
三
三
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四
二
九

�　
洲
本
市
五
色
町
鮎
原
下
六
九
三‐一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
泉
寺
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
九
九（
三
二
）〇
六
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
九
九（
三
二
）一
七
〇
〇

��

支
所
長　
　
　
　
　
　
鈴
木　
暸
導

副　
長　
（
庶
務
課
）
三
宅　
一
弘

　
〃　
　
（
会
計
課
）
寺
内　
宥
孝

　
〃　
　
（
教
務
課
）
笹
津　
寛
照

　
〃　
　
（
講
社
課
）
本
間　
敬
英

　
〃　
　
（
弁
天
総
長
）
和
田　
光
永

　
〃　
　
（
弁
天
庶
務
）
國
本　
忠
孝

　
〃　
　
（
弁
天
会
計
）
野
崎　
康
弘

自
治
布
教
団
団
長　
　
笹
津　
寛
照

　
〃　
　
副
団
長　
　
長
谷
川
惇
也

　
〃　
　
副
団
長　
　
樹
下　
真
快

金
剛
講　
総　
監　
　
本
間　
敬
英

　
〃　
　
庶　
務　
　
森　
　
大
誠

　
〃　
　
会　
計　
　
岡
崎　
哲
秀

青
年
教
師
会
会
長　
　
岡
崎　
哲
隆

寺
族
婦
人
会
会
長　
　
和
田　
隆
子

�　
議　
長　
八
教
区　
　
瀬
尾　
弘
澄

副
議
長　
一
教
区　
　
若
林　
義
導

　
　
　
　
三
教
区　
　
岩
坪　
泰
圓

　
　
　
　
四
教
区　
　
林　
　
真
康

　
　
　
　
五
教
区　
　
佐
竹　
清
志

　
　
　
　
六
教
区　
　
河
野　
泰
真

　
　
　
　
七
教
区　
　
林
山　
伸
樹

　
　
　
　
八
教
区　
　
高
見　
哲
寛

�

書　
記　
　
　
　
　
　
山
本　
大
雲

　
〃　
　
　
　
　
　
　
金
銅　
真
宏

�

宗
会
議
員　
　
　
　
　
南
岳　
利
英�

常
任
理
事　
　
　
　
　
堀
部　
泰
博

事
務
局
員　
　
　
　
　
長
谷
川
惇
也

厄

　

年

　

　
長
い
人
生
の
中
で
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
変
化
が
生
ず
る

時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
期
に
当
た
る
年
を
「
厄
年
」
と
い

い
、
こ
の
時
に
は
災
い
が
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
、
慎
ん
で

生
活
を
送
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
元
々
は
役
割

の
「
役
」
が
「
厄
」
に
転
じ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
仕
事
や

地
域
、
家
庭
な
ど
で
役
割
を
与
え
ら
れ
る
年
に
な
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
心
の
準
備
を
怠
ら
な
い
よ

う
先
人
は
「
厄
年
」
と
い
う
習
わ
し
を
考
え
、
寺
社
に
お
い

て
ご
祈
祷
を
受
け
神
仏
の
お
加
護
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
厄
年
に
当
た
る
年
齢
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
年
齢
と
重
な
り
ま
す
。

何
事
に
お
い
て
も
忙
し
い
と
言
え
る
状
況
で
す
。「
忙
し
い
」

と
い
う
言
葉
だ
け
切
り
取
る
と
一
見
充
実
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、「
忙
」
の
言
葉
を
分
解
す
る
と
、
心
を

な
く
す
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
自
身
を
見
失
う
こ
と
で
す
。

　
そ
ん
な
自
分
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
は
、
全
力
で
駆
け
抜

け
て
い
る
状
況
か
ら
離
れ
、
一
度
立
ち
止
ま
り
、
自
身
を
見

つ
め
直
す
事
で
す
。
こ
れ
は
竹
を
例
に
出
す
と
、
竹
は
成
長

の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
節
目
ご
と
に
伸

び
て
い
き
ま
す
。
で
は
、
こ
の
節
目
は
何
の
た
め
に
あ
る
の

か
、
そ
れ
は
、
節
目
が
あ
れ
ば
〝
し
な
る
〟
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
た
だ
、
伸
び
て
い
く
だ
け
で
は
力
が
加
わ
る
と

折
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
し
て
節
が
あ
る
た
め
に
、
ど
ん

な
強
風
に
あ
っ
て
も
し
な
や
か
に
曲
が
り
、
立
ち
直
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
「
厄
年
」
と
い
う
人
生
の
重
要
な
と
き
に
立
ち
止
ま
っ
て

自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
心
の
内
に
節
（
指
針
・
目

標
な
ど
）
が
形
づ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
人
生
の
節
目
と
な

り
、
今
後
、
困
難
・
苦
難
・
逆
風
と
い
っ
た
風
に
吹
か
れ
て

も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
再
び
走
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
充
実
し
た
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
南
無
大
師
遍
照
金
剛�

合　
掌

筒
井　
藥
王
寺　
住
職　
　
堀
部　
泰
博

一
教
区	　
清
水　
邦
樹

三
教
区	　
寺
西　
一
夫

四
教
区	　
森　
　
衣
代

五
教
区	　
橋
詰　
計
介

六
教
区	　
山
崎　
恭
路

七
教
区	　
池
尻　
明
人

八
教
区	　
坂
本　
勝
利

八
教
区	　
藤
本　
和
宏

八
教
区	　
小
池　
春
六

八
教
区	　
榎
本　
晃
明

八
教
区	　
數
田　
直
惣

一
教
区　
　
北
浦　
義
久

三
教
区　
　
寺
西　
一
夫

四
教
区　
　
太
田　
隆
夫

五
教
区　
　
髙
谷　
秀
男

六
教
区　
　
永
田　
秀
一

七
教
区　
　
岸
本　
敏
彦

八
教
区　
　
中
田　
　
攻

八
教
区　
　
大
江　
俊
一

古
宮　
常
楽
寺
・
正�

牧
戸　
元
慶

　
　
　
令
和
五
年　
三
月　
十
二　
日 　
　

倭
文　
平
等
寺
・
正�

金
屋　
佳
尚

　
　
　
　
令
和
五
年　
四
月　
一　
日 　
　

久
野　々
常
隆
寺
・
正�

國
本　
雅
人

　
　
　
　
令
和
五
年　
五
月　
十
三　
日 　
　

榎
列　
榮
福
寺
・
正�

岡
崎　
哲
秀

　
　
　
　
令
和
五
年
十
一
月　
一　
日 　
　

榎
列　
長
福
寺
・
兼�

岡
崎　
哲
秀

　
　
　
　
令
和
五
年
十
一
月　
一　
日 　
　

松
帆　
片
寺
・
兼�

岡
崎　
哲
秀

　
　
　
　
令
和
六
年　
二
月　
一　
日 　
　

�

※
正
＝
正
住
職
　
兼
＝
兼
務
住
職

　
支
所
下
寺
院
の
慶
事
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
住
職
在
任
五
十
年
表
彰
】

沼
島　
神
宮
寺�

中
川　
宜
昭

　
令
和
五
年
十
二
月　
八　
日 　
　

本
山
総
額
（
累
計
）

一
、一
七
〇
、七
五
二
、五
三
七
円

淡
路
志
納
分
（
累
計
）

三
〇
、二
二
九
、三
四
二
円

本
山
総
計
（
累
計
）

二
、七
七
九
、一
一
二
巻

淡
路
奉
納
分
（
累
計
）五

三
、五
二
六
巻
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三さ
ん
さ
い
だ
い
こ
う

災
大
劫
の

　
　
　

末ま
つ

ま
で
も

　

霊れ
い
ざ
ん山
に
仏
ほ
と
け

　
　
　
　

常つ
ね
に
在い
ま

す

『
秘
蔵
宝
鑰
』

い
か
な
る
災
難
に
遭
遇
し
て
も
、

霊
鷲
山
に
は
仏
が
常
に
お
ら
れ
る

令
和
五
年
度

（
敬
称
略
）

淡
路
宗
務
支
所
小
史

編
集
後
記

研修会の様子
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令
和
五
年
六
月
四
日
㈰
高
野

山
に
於
い
て
、
宗
祖
弘
法
大
師

御
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念
大
法

会
・
第
六
地
域
伝
道
団
報
恩
法

会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
法
会
は
、
令
和
五

年
が
お
大
師
さ
ま
の
御
誕
生

令和６年（2024）３月 15 日 令和６年（2024）３月 15 日

金堂への進列の様子

金堂での法要の様子

長谷部管長猊下 稚児行列の様子

慶
　
讃
　
文

一
二
五
〇
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
大

師
さ
ま
の
御
誕
生
日
の
六
月

十
五
日
を
中
心
と
し
た
同
年
五

月
十
四
日
㈰
か
ら
七
月
九
日
㈰

の
期
間
中
、
高
野
山
で
各
地
域

伝
道
団
に
よ
る
法
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
い
の
ち
よ
輝
け
〜
大
師
の

み
こ
こ
ろ
と
共
に
〜
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
執
り
行
わ
れ
た

大
法
会
は
、
お
大
師
さ
ま
の
誕

生
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

子
供
の
頃
か
ら
聡
明
で
あ
っ
た

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念
法
会

第
六
地
域
伝
道
団
報
恩
法
会

お
大
師
さ
ま
に
あ
や
か
り
、
現

代
の
子
供
た
ち
が
元
気
で
健
や

か
に
育
つ
こ
と
を
願
う
法
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
、
高
野
山
真
言
宗　
淡

路
宗
務
支
所
は
第
六
地
域
伝
道

団
（
播
磨
・
但
馬
・
兵
庫
・
淡

（３）　第 24 号 第 24 号　（２）

路
）
に
属
す
る
為
、
先
に
あ
り

ま
す
通
り
六
月
四
日
㈰
の
法
会

に
出
仕
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
に
併
せ
て
淡
路
宗
務

支
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
檀

信
徒
の
皆
様
に
も
法
会
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
高
野
山
日
帰
り
参
拝
を
企

画
し
、
各
菩
提
寺
を
通
し
て
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
一
○
八
名
の
方
々
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
稚
児
行
列
に
は
八
名
の

お
子
様
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

法
会
の
際
に
僧
正
方
と
共
に
練

り
歩
い
た
そ
の
姿
は
、
何
よ
り

の
お
大
師
さ
ま
御
誕
生
の
お
祝

い
に
な
っ
た
こ
と
と
強
く
感
じ

ま
す
。

　
当
日
、
稚
児
行
列
に
参
加
の

お
子
様
と
ご
家
族
・
参
拝
者
の

方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
島
内
各
地

の
指
定
乗
車
場
所
よ
り
団
体
参

拝
用
の
バ
ス
に
乗
車
し
、
稚
児

行
列
参
加
の
皆
様
は
午
前
九
時

に
、
参
拝
者
の
皆
様
は
午
前
十

時
に
高
野
山
へ
と
到
着
致
し
ま

し
た
。

　
午
前
九
時
よ
り
お
子
様
は
大

師
協
会
に
て
稚
児
衣
装
に
着
替

え
、
子
供
授
戒
に
参
加
し
長
谷

部
真
道
猊
下
よ
り
お
加
持
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
参
拝
者
の
方
々
は

壇
上
伽
藍
に
移
動
し
法
会
の
開

始
を
心
待
ち
に
し
ま
す
。

　
法
会
開
始
の
午
前
十
一
時
に

な
る
と
、
総
勢
七
三
名
の
稚
児

行
列
と
約
五
〇
名
の
法
会
出
仕

者
で
あ
る
僧
正
に
よ
る
お
練
り

が
始
ま
り
、
蛇
腹
道
よ
り
壇
上

伽
藍
の
金
堂
へ
と
列
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
拝
者
の
皆
様
に
は
お
練
り

の
見
学
、
法
会
中
に
は
お
焼
香

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
お一人
お一

人
が
お
大
師
さ
ま
の
御
誕
生
を

祝
い
、
日
々
の
感
謝・世
界
平
和

を
願
う
様
に
、
心
静
か
に
手
を

合
わ
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
法
会
後
に
は
、
昼
食
を
済
ま

せ
改
め
て
お
大
師
さ
ま
が
ご
入

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
奥
之
院
御

廟
へ
と
参
拝
し
、
一
同
下
山
い

た
し
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
年
の
大
法
会
に

多
く
の
皆
様
と
参
拝
し
お
大
師

さ
ま
の
御
誕
生
を
お
祝
い
出
来

ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と

同
時
に
、
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
へ
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月
二
十
六
日
㈭

「
高
野
山
真
言
宗
淡
路
宗
務
支

所　
真
言
教
学
講
習
会
〜
お
大

師
さ
ま
の
御
誕
生
の
地
を
め
ぐ

る
〜
」
が
一
○
九
名
の
参
加
者

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
五
年
は
お
大
師
さ
ま
の
御
誕

生
一
二
五
〇
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
る
為
、
真
言
教

学
講
習
会
で
は
お
大
師
さ
ま
の

御
誕
生
の
地
で
あ
り
ま
す
香
川

県
へ
と
向
か
い
総
本
山　
善
通

寺
・
屏
風
浦　
海
岸
寺
に
参
拝

致
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
午
前
十
時
に

善
通
寺
に
到
着
し
、
金
堂
を
参

拝
。
そ
の
後
、
御
影
堂
に
て
一

座
の
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

金
堂
で
は
善
通
寺
職
員
様
か
ら

直
接
ご
本
尊
様
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
、
初
め
て
聞
く
内
容

だ
け
で
な
く
特
別
に
教
え
て
い

た
だ
け
た
内
容
も
多
く
、
皆
様

が
一
言
一
句
聞
き
逃
す
ま
い
と

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
影
堂
で
の
法
要
後

に
は
、
総
本
山　
善
通
寺　
法

主
・
真
言
宗
善
通
寺
派　
管
長

菅　
智
潤
猊
下
よ
り
御
垂
示
を

賜
り
ま
し
た
。

お
大
師
さ
ま
の
御
誕
生
の
地
を
め
ぐ
る

  

■ 

高
野
山
真
言
宗
淡
路
宗
務
支
所
　
　
真
言
教
学
講
習
会

　
御
垂
示
の
中
で
菅
猊
下
は
お

大
師
さ
ま
の
ご
誓
願
で
あ
る
自

利
と
利
他
の
重
要
性
に
触
れ
、

「
自
利
と
は
自
ら
の
内
に
菩
提

心
が
存
在
す
る
と
い
う
目
覚
め

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。」
と
説

か
れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
に
は
「
戒
壇
巡
り
」

に
入
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は

暗
闇
の
中
、
手
と
足
を
進
め
る

場
所
を
一
つ
一
つ
確
か
め
な
が

ら
参
拝
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
を
と
り
午
後

一
時
三
十
分
に
海
岸
寺
に
到
着

し
大
師
堂
に
て
参
加
者
全
員
で

般
若
心
経
等
の
お
勤
め
を
致
し

ま
し
た
。
お
勤
め
の
後
に
は
ご

住
職
様
か
ら
ご
法
話
を
賜
り
、

海
岸
寺
で
お
祀
り
さ
れ
て
お
り

ま
す
「
お
大
師
さ
ま
が
御
誕
生

さ
れ
た
際
に
産
湯
で
使
用
さ
れ

た
タ
ラ
イ
」
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
出
発
の
際
に

は
、
海
岸
寺
ご
住
職
直
筆
の
般

若
心
経
で
描
か
れ
た
次
年
の
干

支
色
紙
を
一
人
一
人
に
お
接
待

と
し
て
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
真
言
教
学
講
習
会
を

通
じ
、
改
め
て
お
大
師
さ
ま
と

の
ご
縁
を
深
く
結
ぶ
こ
と
が
出

来
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
謹
み
敬
っ
て
真
言
教
主
大
日
如
来
両
部
界
会
諸
尊
聖
衆

こ
と
に
は
善
通
寺
御
本
尊
薬
師
瑠
璃
光
如
来
　
宗
祖
弘
法

大
師
遍
照
金
剛
　
三
国
伝
燈
諸
大
阿
闍
梨
耶
、
総
じ
て
は

仏
眼
所
照
一
切
三
宝
の
境
界
に
白
し
て
言
さ
く

　
当
寺
は
、
恵
果
和
尚
の
住
し
給
う
青
龍
寺
を
模
し
て

御
父
田
公
卿
の
寄
進
せ
し
地
に
、
弘
仁
四
年
六
月
十
五
日
に

落
慶
し
、
父
の
諱

い
み
な

「
善
通
（
よ
し
み
ち
）
」
を
と
り
て

「
善
通
寺
」
と
号
す
。
現
在
、
真
言
宗
善
通
寺
派
の
総
本
山

で
あ
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
七
十
五
番
札
所
と
し
て

信
仰
を
集
め
る

　
当
御
影
堂
に
は
大
師
唐
に
わ
た
る
際
、
母
玉
寄
御
前
の

た
め
写
し
た
る
秘
仏
・
瞬
目
大
師
（
め
ひ
き
だ
い
し
）
像
が

祀
ら
れ
大
師
信
仰
の
聖
地
な
り

　
本
日
、
淡
路
宗
務
支
所
真
言
教
学
講
習
会
を
移
動
講
習

と
し
宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
一
二
五
〇
年
の
年
に
善
通
寺

に
て
一
座
の
法
筵
を
展
べ
、
慶
讃
の
厳
儀
を
修
し
て
本
法
楽

に
供
し
奉
る
と
は
喜
ば
し
い
哉

　　
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
高
祖
弘
法
大
師
　
我
ら
が
想
い
を

哀
愍
納
受
な
さ
し
め
賜
ら
ん
こ
と
を
重
ね
て
乞
う

　
金
輪
聖
皇
　
天
地
地
久
　
密
教
紹
隆
　
伽
藍
安
穏

　
天
下
泰
平
　
万
民
豊
楽

こ
と
に
は
　
本
日
淡
路
島
よ
り
参
詣
の
善
男
子
善
女
人

　
檀
越
信
徒
　
息
災
饒

に
ょ
う
や
く益

　
過
去
精
霊
　
増
進
菩
提

　
護
持
大
衆
　
現
当
利
益
　
乃
至
法
界
　
平
等
利
益

南
無
大
師
遍
照
金
剛

南
無
大
師
遍
照
金
剛

南
無
大
師
遍
照
金
剛

　
　
維
時
令
和
五
年
十
月
二
十
六
日

　
　
淡
路
宗
務
支
所
　
支
所
長
　
鈴
木
暸
導
　
　
敬
白
　

鈴木支所長による慶讃文

善通寺　菅管長猊下

善通寺での法要の様子

海岸寺本堂
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も
っ
と
も
短
い
お
坊
さ
ん
に

ま
つ
わ
る
小
話
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
短
い
で
す
か
ら
聞
き
逃

さ
な
い
様
に
、
そ
れ
で
は

「
お
い
、
あ
そ
こ
歩
い
て
る
人

お
坊
さ
ん
と
違
い
ま
す
か
」

「
そ
う
（
僧
）
・
・
」

も
う
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
だ
わ

か
っ
て
な
い
人
が
約
五
人
程
、

そ
れ
で
は
も
う
一
度

「
お
い
あ
そ
こ
歩
い
て
る
二
人

連
れ
お
坊
さ
ん
と
違
い
ま
す

か
」

「
そ
う
そ
う
（
僧
、僧
）・・
」

ま
だ
お
わ
か
り
で
な
い
方
が
約

二
人
程
、
皆
さ
ん
は
も
う
お
わ

文

殊

菩

薩

池
ノ
内
　
地
藏
寺

住
　
職　

大
木
裕
文

か
り
や
と
思
い
ま
す
の
で
ご
一

緒
に

「
お
い
あ
そ
こ
歩
い
て
る
三
人
連

れ
お
坊
さ
ん
と
違
い
ま
す
か
」

「
そ
う
そ
う
そ
う
（
僧
、
僧
、

僧
）
」

と
声
を
合
わ
せ
る
と
い
う
小
話

で
す
。

　
さ
て
お
坊
さ
ん
も
三
人
揃
っ

た
と
こ
ろ
で

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
智
慧
」

と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが

あ
り
ま
す
。
凡
人

で
も
三
人
よ
れ
ば
文
殊
菩
薩
様

の
よ
う
な
い
い
智
慧
が
出
て
く

る
。
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
通
り

知
恵
の
仏
様
で
す
。
お
姿
は
仏

の
智
慧
を
表
す
経
典
と
八
不
の

力
が
備
わ
っ
た
利
剣
を
持
し
て

い
ま
す
。
お
大
師
さ
ま
は
般
若

心
経
秘
鍵
の
中
で
「
文
殊
の
利

剣
は
、
八
つ
の
否
定
の
力
を
ふ

る
っ
て
私
達
の
煩
悩
、
と
ら
わ

れ
の
心
を
絶
つ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
八
不
（
八
つ
の
否
定

の
力
）
と
は
、
不
生
、
不
滅
、

不
断
、
不
常
、
不
一
、
不
異
、

不
来
、
不
去
の
事
で
、
私
た
ち

は
常
に
大
小
、
増
減
、
上
下
、

美
醜
、
有
無
な
ど
の
相
対
の
考

え
で
全
て
を
判
断
し
て
し
ま
い

ま
す
。
例
え
ば
お
金
を
増
や
そ

う
と
す
れ
ば
欲
が
出
ま
す
。
減

れ
ば
不
安
が
出
ま
す
。
増
え
る

事
も
無
く
減
る
こ
と
も
無
け
れ

ば
欲
も
不
安
も
出
ま
せ
ん
。
そ

の
利
剣
を
ふ
る
う
事
で
全
て

が
有
っ
て
無
い
よ
う
な
も
の

「
空
」
と
い
う
執
着
の
無
い
世

界
に
た
ど
り
つ
き
真
実
の
眼
を

開
く
事
が
で
き
る
の
だ
と
、
文

殊
様
は
教
え
導
い
て
下
さ
る
の

で
す
。

　

南
無
大
師
遍
照
金
剛

　
　
合　
掌

　高野山の僧侶の法話を、
パソコンやスマートフォンで
気軽にご覧になれる「高野山
の法話」が視聴できます。
　配信時間は約１０分。毎月
１日、１５日の隔週で新しい
法話がアップされています。

　
こ
の
偈
文
は
、
修
行
僧
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
仏
道
を
歩
む

我
々
に
と
っ
て
常
日
頃
か
ら
最

も
大
切
に
す
べ
き
心
構
え
で
あ

る
。
高
野
山
で
の
生
活
を
思
い

起
こ
す
に
、
全
て
の
修
行
は
懺

悔
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
無
智
に
よ
り
悪
業
の
垢
に
ま

み
れ
た
我
が
言
葉
や
我
が
身
、

我
が
心
を
御
仏
の
前
で
顕
に
し

懺
悔
し
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

我が　

昔し
ゃ
く　

所し
ょ　

造ぞ
う　

　
諸し
ょ　

悪あ
く　

業ご
う

皆か
い　

由ゆ　

無む　

始し　
　
貪と
ん　

瞋じ
ん　

癡ち

従じ
ゅ
う　

身し
ん　

語ご　

意い　
　
之し　

所し
ょ　

生し
ょ
う

一い
っ　

切さ
い　

我が　

今こ
ん　

　
皆か
い　

懺さ
ん　

悔げ

さ
な
い
こ
と
を
誓
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
を
清
ら
か
な
ら
し

め
る
た
め
で
あ
る
。

　
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
人
は

口
で
悪
口
を
言
い
、
心
で
不
平

不
満
を
思
い
、
体
で
他
を
傷
つ

け
る
。
大
な
り
小
な
り
の
罪つ

み
と
が咎

の
塵
が
い
つ
の
間
に
か
堆
く
積

り
自
ら
を
覆
い
尽
く
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
人
は
暗
闇
に
閉

ざ
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
周
り
が

見
え
な
く
な
り
災
禍
が
自
身
を

襲
う
。
一
寸
先
も
見
え
ぬ
暗
闇

は
恐
怖
で
し
か
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
御
仏
は
我
々

が
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
教
え

を
説
き
続
け
で
お
い
で
だ
。
偈

文
の
二
行
目
下
段
に
「
貪
・

瞋
・
癡
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
三
毒
」
と
呼
ば
れ
、
苦
し
み

を
生
み
出
す
根
源
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
貪
り
・
怒
り
・
知
ろ
う
と
し

な
い
。
我
々
は
欲
が
あ
る
が
故

に
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
手
に

入
れ
た
い
と
願
い
「
貪
る
」
の

だ
。
残
念
な
こ
と
に
、
世
の
中

は
自
分
の
思
う
よ
う
に
は
中
々

い
か
な
い
。
だ
か
ら
「
憤
り
」

の
心
を
起
こ
し
周
囲
に
当
た
り

散
ら
し
、
気
付
け
ば
周
り
の
人

は
遠
ざ
か
り
孤
独
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
我
々

は
「
知
ろ
う
と
し
な
い
」
の
で

あ
る
。
何
を
知
ろ
う
と
し
な
い

の
か
。
「
こ
の
世
界
は
自
分
の

思
い
通
り
に
な
る
も
の
は
少
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
知
ろ
う
と

し
な
い
の
だ
。
人
は
誰
し
も
歳

は
取
り
た
く
な
い
も
の
だ
、
私

も
最
近
、
老
眼
が
始
ま
り
文
字

志
筑
　
八
幡
寺

住
　
職　

野
崎
康
弘

が
見
え
ず
ら
く
な
り
、
実
に
不

便
に
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

歳
を
と
れ
ば
体
は
衰
え
腰
は
曲

が
り
、
顔
に
は
皺
が
増
え
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
体
の

老
化
現
象
を
止
め
ら
れ
る
人
間

は
誰
も
い
な
い
。
自
分
の
心
も

同
様
に
、
嫌
い
な
人
を
前
に
す

れ
ば
イ
ラ
イ
ラ
し
、
好
き
な
人

を
見
れ
ば
ド
キ
ド
キ
す
る
。
こ

れ
も
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
我
々
は
自
分
の
も
の
で
あ

る
は
ず
の
体
も
心
も
制
御
で
き

な
い
の
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
他

人
の
体
や
心
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
の
だ
。
全
く
も
っ
て
本
末

転
倒
で
あ
る
。
自
分
の
も
の
で

さ
え
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

の
に
他
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
す
る
。
将ま

さ
に
愚
の
骨
頂

と
言
え
よ
う
。
こ
の
真
理
を
知

ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
我
々
は

再
び
貪
り
、
想
い
が
叶
わ
ず
憤

る
。
そ
し
て
ま
た
知
ろ
う
と
せ

ず
貪む

さ
ぼり

と
憤

い
き
ど
おり

を
繰
り
返
す
。

永
遠
に
三
毒
の
無
限
ル
ー
プ
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
貪
・
瞋
・
癡
」
こ
の
三
毒

か
ら
離
れ
る
方
法
は
、
先
ず

は
「
世
の
中
の
事
象
は
自
分
の

思
い
通
り
に
な
る
こ
と
は
少
な

い
。」
と
い
う
真
理
を
知
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
し

ま
え
ば
無
駄
に
貪
る
こ
と
も
な

く
な
り
、
貪
ら
な
け
れ
ば
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
な
く

な
る
の
で
憤
る
こ
と
も
な
く
な

る
の
だ
。
そ
し
て
三
毒
が
消
え

去
れ
ば
暗
闇
は
晴
れ
、
心
は
安

定
し
、
自
ら
の
行
為
や
言
葉
が

整
う
は
ず
で
あ
る
。

　
日
々
、
我
々
は
こ
の
懺
悔
文

を
唱
え
、
御
仏
の
前
に
我
が
心

を
顕
に
し
三
毒
に
侵
さ
れ
て
い

な
い
か
、
言
葉
は
穢
れ
て
い
な

い
か
、
そ
し
て
自
ら
の
行
為
を

顧
み
て
反
省
す
べ
き
な
の
で
あ

る
。
実
に
単
純
な
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
思

え
ば
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な

い
。
故
に
懺
悔
文
は
修
行
者
の

心
構
え
な
の
で
あ
る
。
誰
が
言

い
出
し
た
か
は
知
ら
な
い
が
人

生
は
死
ぬ
ま
で
修
行
な
の
だ
そ

う
だ
。
な
ら
ば
日
々
懺
悔
す
る

こ
と
は
死
ぬ
ま
で
続
け
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
修
行
僧

で
は
な
く
と
も
檀
信
徒
の
皆
様

に
は
心
に
留
め
て
い
た
だ
き
、

日
々
懺
悔
文
を
お
唱
え
い
た
だ

く
こ
と
を
切
に
願
う
。

【 

意
　
訳 

】

昔
か
ら
私
が
造
り
し
諸
々
の
悪
業
は
、
は
じ
め

も
わ
か
ら
な
い
過
去
世
か
ら
の
「
貪
・
瞋
・
癡
」

の
煩
悩
に
影
響
さ
れ
た
自
ら
の
行
為
や
言
葉
そ

し
て
思
考
に
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私

は
今
、
そ
れ
ら
全
て
の
こ
と
を
顕あ
ら
わに

し
懺
悔
し

奉
る
。
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詠
舞
大
会
を
去
る
令
和
五
年

九
月
二
日
、
五
色
町
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
、

西
国
三
十
三
札
所
お
砂
踏
み
道

場
を
四
年
ぶ
り
に
同
時
開
催
を

し
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
お
砂
踏
み
道
場

で
、
ご
来
場
の
皆
様
に
同
心
同

行
の
輪
が
会
場
に
拡
が
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
令
和
七
年
は
高
野
山
金
剛
講

創
立
百
周
年
で
本
年
は
京
都
で

お
待
ち
受
け
全
国
奉
詠
舞
大
会

を
開
催
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
報
恩
謝
徳
の
思
い
を
捧
げ
て
、

金
剛
講
創
立
百
周
年
大
法
会
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

稽
首
礼
拝

倭
文
　
観
音
寺
　
　
住
　
職　

坂
惠
正
隆

安
乎　
古
宮　

常
楽
寺
に
安
座

　
ま
ず
、
安
座
奉
迎
に
際
し
ま

し
て
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、
支

所
長
様
を
始
め
弁
天
課
の
方
々

基
本
信
者
の
方
々
、
観
音
寺
壇

信
徒
の
皆
様
又
お
参
り
頂
い
た

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
当
寺
は
昭
和
五
十
六

年
に
前
住
職
故
円
正
僧
正
が
、

頭
人
で
奉
迎
し
ま
し
た
。
弁
天

さ
ま
は
こ
う
言
う
も
の
か
？
位

な
感
じ
で
見
て
い
た
よ
う
な
次

第
で
、
い
ざ
お
迎
え
す
る
と
な

る
と
分
か
ら
ぬ
事
ば
か
り
で
し

た
。
毎
日
の
祀
り
換
え
朝
晩
の

お
勤
め
、
修
法
と
朝
の
暗
い
時

間
か
ら
始
め
香
華
の
水
の
冷
た

さ
、
朝
の
日
の
昇
る
遅
さ
、
時

が
過
ぎ
日
の
出
も
早
く
な
り
香

華
の
水
も
温
む
お
彼
岸
、
暑
く

な
り
日
の
出
も
一
段
と
早
く
な

り
水
も
水
ら
し
く
な
い
お
盆
、

普
段
は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た

季
節
の
移
ろ
い
、
色
ん
な
事
に

気
付
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
い

つ
も
一
緒
の
よ
う
に
思
え
る
一

日
。
し
か
し
な
が
ら
朝
の
光
、

空
気
の
匂
い
、
頬
に
当
た
る
風

一
日
た
り
と
も
同
じ
時
が
な
い

こ
れ
が
諸
行
無
常
だ
と
言
う
事

■
四
月
十
八
日

　

弁
財
天
柴
燈
大
護
摩
供

　
四
月
十
八
日
㈭
の
春
季
祭
で

は
、
午
前
十
一
時
の
大
般
若
転

読
法
会
の
後
、
午
後
一
時
よ
り

境
内
に
て
柴
燈
護
摩
を
厳
修
し

ま
す
。
皆
様
が
申
し
込
ま
れ
ま

し
た
願
い
を
添
護
摩
木
に
込
め

て
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月
七
日
秋
季
祭

に
て
御
託
宣
の
儀
が
行
わ
れ
、

次
期
安
座
教
区
が
第
四
教
区
に

決
定
し
、
十
二
月
七
日
に
安
乎

古
宮　
常
楽
寺
に
て
安
座
奉
迎

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
乎
地
区
で
回
り
弁
天
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
の
は
昭
和
二
十

七
年
蓮
花
寺
が
奉
迎
し
て
よ
り

七
十
一
年
ぶ
り
で
す
。

　
国
道
二
十
八
号
線
塩
田
の
交

差
点
を
曲
が
り
県
道
四
六
九
号

線
を
道
な
り
に
車
を
走
ら
せ
る

と
安
乎
郵
便
局
が
見
え
て
き
ま

す
。
安
乎
郵
便
局
の
手
前
を
右

　
ま
わ
り
弁
天
さ
ん
は
商
売
繁

盛
、
金
運
上
昇
、
病
気
平
癒
を

は
じ
め
恋
愛
や
結
婚
の
こ
と
か

ら
漁
業
や
畜
産
関
係
、
技
芸
に

学
問
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
ご
利

益
を
与
え
て
下
さ
る
仏
さ
ま
で

す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
沢
山
の

ご
利
益
を
私
た
ち
に
与
え
て
下

さ
る
の
か
と
言
え
ば
、
ま
わ

り
弁
天
さ
ん
は
常
に
日
天
さ

ん
、
月
天
さ
ん
、
聖
天
さ
ん
の

三
体
の
仏
さ
ま
に
守
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
日
天
さ
ん
、
月

天
さ
ん
は
太
陽
と
月
の
仏
様
で

二
十
四
時
間
三
六
五
日
い
つ
で

も
我
々
を
お
守
り
し
て
下
さ
い

ま
す
。
聖
天
さ
ん
は
商
売
繁
盛

に
対
し
て
絶
大
な
ご
利
益
を
与

え
て
下
さ
る
仏
さ
ま
で
あ
り
弁

天
様
の
ご
利
益
を
数
倍
に
す
る

働
き
を
し
て
下
さ
い
ま
す
。
で

す
か
ら
縁
日
で
あ
る
毎
月
七
日

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
忙
し

い
現
代
を
活
き
て
い
る
皆
様
も

一
度
、
鍬
を
振
る
手
を
止
め
て

『
諸
行
無
常
』
を
感
じ
て
み
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
も
弁
天
さ
ま
の
福
徳
を

お
授
け
頂
き
喜
び
に
満
ち
、
私

自
身
も
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
で

し
た
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
が
経
験
し

た
安
座
奉
迎
の
素
晴
ら
し
さ
を

体
験
さ
れ
弁
天
さ
ま
の
広
大
な

福
徳
を
お
授
け
頂
き
幸
せ
に
満

ち
た
平
和
な
日
常
を
お
過
ご
し

て
頂
き
た
た
い
と
切
に
願
う
と

共
に
、
淡
路
巡
遷
妙
音
弁
財
天

の
歴
史
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
続
い
て
行
く
事
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

合
掌

七
十
一
年
ぶ
り
に
安
乎
へ

ま
わ
り
弁
天
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

淡
路
参
与
会
会
員
様
よ
り

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

淡
路
参
与
会
会
員
様
よ
り

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

花便り花便り
　
高
野
山
真
言
宗
淡
路
宗
務
支
所
は
、
参
与
会
会
員
様
へ
夏
と
冬
の

年
二
回
、
ご
挨
拶
状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
冬
に
は
写
経
用
紙
と
お
花
の
種
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

右
の
写
真
は
そ
の
種
を
会
員
様
が
大
切
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
様
子

で
す
。
ま
た
、
写
経
用
紙
に
関
し
て
も
「
書
い
て
高
野
山
に
送
っ
た

よ
」
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
参
与
会
に
関
し
て
の
詳
細
は
８
面
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

ま
わ
り
弁
天
さ
ん
の
ご
利
益

折
し
駐
在
所
を
過
ぎ
れ
ば
風
光

明
媚
な
古
宮
の
田
園
風
景
が
眼

前
に
広
が
り
ま
す
。
古
宮
と
い

う
地
名
は
も
と
も
と
安
乎
八
幡

神
社
が
常
楽
寺
の
北
西
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
に
鎮
座

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
付
け
ら

れ
た
名
称
で
す
。
そ
の
古
宮
地

区
の
中
央
に
位
置
す
る
場
所
に

常
楽
寺
は
あ
り
ま
す
。
宝
暦

（
一
七
五
一
―
一
七
六
四
）
の

末
に
近
隣
の
西
光
寺
（
廃
寺
）

と
真
行
寺
（
廃
寺
）
と
が
合
併

し
現
在
の
地
に
常
楽
寺
は
開
山

さ
れ
ま
し
た
。

は
勿
論
の
こ
と
、
殊
更
に
弁
天

様
を
御
開
帳
し
ま
す
六
大
祭
に

お
参
り
頂
く
と
家
族
圓
満
で
健

や
か
な
一
年
を
お
過
ご
し
頂
け

ま
す
。


